
     
 

２
０
１
４
年
は
、
安
倍
政
権
主
導
に
よ
る
「
官
製
春
闘
」
で
、

「
連
合
」
は
存
在
感
を
発
揮
し
き
れ
な
か
っ
た
。
今
年
は
「
物
価

上
昇
や
経
済
成
長
と
整
合
し
た
賃
上
げ
を
は
か
り
、
社
会
全
体
の

底
上
げ
や
格
差
の
是
正
が
必
要
」
と
し
て
「
２
％
以
上
」
を
一
律

で
要
求
す
る
と
し
て
い
る
。 

 

み
な
さ
ん
が
、
こ
の
原
稿
を
読
ま
れ
る
頃
に
は
「
第
２
次
官
製

春
闘
」
も
、
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

 

政
府
は
、「
企
業
の
業
績
が
回
復
」
す
れ
ば
「
賃
金
は
上
昇
」
し

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
収
入
が
増
え
、
消
費
に
回
る
」
そ
う
す
る
と

「
企
業
の
業
績
」
は
ア
ッ
プ
す
る
と
、
シ
ナ
リ
オ
を
え
が
い
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
、
一
部
の
層
に
光

を
あ
て
た
が
、
格
差
は
開
い
て
い
る
。
ピ
ケ
テ
ィ
ー
が
持
て
は
や

さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。 

年
収
が
２
０
０
万
円
以
下
の
層
が
25
％
を
占
め
、
非
正
規
労
働 

   

     
 者

が
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

長
時
間
労
働
も
、
依
然
と
し
て
減
ら
な
い
。
週
50
時
間
以
上
働

く
人
の
割
合
も
、
米
英
の
３
倍
の

31
・
７
％
に
な
っ
て
い
る
。

「
脱
時
間
給
」（
年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
働
く
人
の
４
％
）
制
度
の
導
入
で
さ
ら
な
る
長
時
間
労

働
が
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

 

私
は
、
２
０
１
２
年
10
月
号
の
本
誌
で
、
最
低
賃
金
が
生
活
保

護
を
下
回
っ
て
い
る
、
時
給
１
０
０
０
円
に
せ
よ
と
書
い
た
。
２

０
１
４
年
の
答
申
で
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
。
最
賃
の
現
在
の
最
高

は
、
東
京
の
８
８
８
円
、
最
低
は
鳥
取
、
高
知
、
長
崎
、
熊
本
、

大
分
、
宮
崎
、
沖
縄
の
６
７
７
円
、
全
国
加
重
平
均
は
７
８
０
円

で
あ
る
。
し
か
し
、
時
給
１
０
０
０
円
に
は
程
遠
い
。
「
官
製
春

闘
」
と
い
う
な
ら
、
最
低
賃
金
を
、
そ
し
て
生
活
保
護
費
を
、
政

府
は
大
巾
に
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
あ
る
。 

   


